第２学年　道徳科指導案
　　　　　
１　主　　題　みんなでつかう ものだから〈C－（10）規則の尊重〉

２　教 材 名　黄色いベンチ（出典　「きみがいちばんひかるとき　どうとく２」光村図書）

３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について
　　　 この教材は、指導内容C－(10)「約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にすること。」をねらいとしている。公共物には、みんなで気持ちよく使うための約束やきまりがある。約束やきまりは、人々を縛りつけるものではなく、社会生活を送るすべての人が楽しく、気持ちよく生活できるために定められている。約束やきまりの意義を理解し、それらを進んで守ることは、個人や集団が安心して過ごすことにつながる。そこで、人が生活していく上で必要な約束や法、きまりの意義を理解することが大切である。同様に、共同生活を営む上で重要な公徳心についてもその意義を考えさせることが大切である。
（２）児童の実態について

　　　本学級（男子１０名，女子１３名）は、約束やきまりは守らなければいけないということは知っている。学校生活など身近な集団生活を送る中で、時計を見て行動し、時間を守ることや使った物を元の場所に戻すなどのきまりは多くの児童が守ることができている。しかし、まだ自己中心性が強いため、周囲の配慮に欠けた行動をとってしまいがちである。身の回りの公共物や公共の場所の使い方や過ごし方についてどうするのがよいか、そしてそれはなぜなのかといった理解は十分とは言えない。
　　　そこで、公共物や公共の場所での約束やきまりの意味を考え、みんなで使う場所や物を進んで大切にし、みんなが気持ちよく過ごすことができるようにしようとする気持ちや態度を育てたい。
（３）教材について

　　　降り続いた雨がやみ、たかしとてつおは公園へおもちゃの飛行機を飛ばしに出かけた。できるだけ遠くへ飛ばそうと、靴が泥だらけなのにも気付かず土足でベンチに上がり、そこから飛行機を飛ばす。その後、５歳くらいの女の子が、２人が汚した泥だらけのベンチに座り、洋服を汚してしまう。おばあさんがその女の子の洋服についている泥を拭いてあげている姿を見て、２人は「はっ」と顔を見合わせた。

雨上がりの公園で、黄色いベンチから飛行機を飛ばしていたたかしとてつおが、後で座って洋服を汚してしまった女の子を見て心情を変化させる姿を通して、約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にしようとする心を育てたい。

４　ねらい

　○　自分たちの行動が思わぬところで他者に迷惑をかけていたことに気づいた主人公の二人の姿を通して、約束やきまりを守り、みんなが気持ちよく過ごせるように公共物を大切にしようとする道徳的判断力や態度を育てる。
５　指導過程（☆：「自覚を深める」活動を促す支援）
	時間
	学　習　の　流　れ
	教師の働き掛けと支援・留意点
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(3)

	１　本時の課題をつかむ。
　△　みんなで使う物には、どんなものがありますか。
　・　ボール　・　遊具
　・　トイレ　・　ブランコ
	○　「よりよく生きる」と黒板に貼る。
○　身の回りにはみんなで使う物がたくさんあることを認識させ、本時の学習への問題意識を高める。

	３２
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	２  教材を読んで話し合う。
（１）教材を読む

（２）話の設定を確認する。
　○　登場人物について確認する。

　・　たかし　・てつお
　・　女の子　・おばあさん
　○　あらすじを押さえる。
　△　どんな話でしたか。
　・　泥だらけの靴でベンチの上でおもちゃの飛行機をとばした話。
　・　女の子の洋服が汚れてしまったのを見て、二人がベンチを汚していることに気付いた話。

（３）夢中でおもちゃの飛行機をとばす二人の心情を考える。
△　ベンチにのって、何度も何度も夢中でおもちゃの飛行機をとばしている二人は、どんな気持ちでしょう。
・　楽しいな。　
・　気持ちいいな。
・　おもしろいな。
・　もっと遠くにとばしたいな。
・　もっと高いところはないかな。
（４）ベンチを汚していたことに気付いた二人の心情を考える。
　▲　たかしとてつおは、「はっ」として顔を見合わせた時、どんなことを考えていたのでしょう。
(1)二人（たかし・てつお）
・　しまった。
・　ぼくたちはいけないことをしてしまった。
・　ぼくたちがベンチを泥だらけにしてしまったんだ。
・　もっと早く気付いていればよかった。
・　座る人のことを考えていなかった。
・　どうしよう。
・　次の人のことを考えていなかった。
・　この黄色いベンチは、ぼくたちだけのものではないんだ。
(2)相手（女の子・おばあさん・黄色いベンチ） 
・　女の子の服を汚してしまった。
・　女の子とおばあさんに迷惑をかけた。
・　女の子に悲しい思いをさせてしまった。
・　女の子とおばあさんにあやまらないと。

・　黄色いベンチに悪いことをしてしまった。
(3) よりよく生きる（規則の尊重）
・　後で使う人のことを考えて、みんなで使う物は大切にしよう。
・　自分たちのことだけではなく、他の人のことも考えよう。
　・　他の人が気持ちよくすごせるように、きまりを守って使おう。
	○　教材は教師が範読する。
○　登場人物とあらすじについて確認する。
○　教材の登場人物に共感させやすくするために、黒板を舞台にして、視覚に訴える資料提示をする。
○　おもちゃの飛行機を飛ばすことに夢中になり、自分勝手な行動をとるたかしとてつおの心情を捉えさせる。

○　おばあさんが泥をふいているところを見て、自分たちがベンチを汚してしまったことに気付いたことを確認する。
○　雨上がりという状況や二人の言動に着目して、二人の靴でベンチが泥だらけになっている状況を押さえる。
○　ベンチを汚してしまったことに気
付いた二人に共感させることで、多く
の人が使う物を汚してしまったこと
に気付いたときの気持ちを考えさせ
る。　
☆○　みんなで使う物のきまりを守らないとどのようなことが起こるのかを考えさせ、本時のねらいに迫らせる。
○　「女の子とおばあさんにあやまった方がいい。」という意見が出た場合には、二人がなぜ謝るのかその理由へとつながる問い返しをすることで、次に使う人のことを考えることの大切さに気付かせる。
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	３  教材から考えたことを書く。
　△　今回の授業やみんなの意見を聞いて考えたり、思ったりしたことを書きましょう。　
	○　学習の内容や様々な意見を振り返ることで、自分なりの思いや考えをもてるようにする。


６　評価

「はっ」と顔を見合わせたたかしとてつおの心情を考えることを通して、公共物や公共の場所での約束やきまりを守ることについて多面的・多角的に考え、みんなが気持ちよく過ごすために公共物を大切にしようとする道徳的判断力や態度を育てることができたか。

